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住之江区マスコットキャラクター
「さざぴー」

住之江区
ホームページ

内容について令和４年４月14日時点の
ものです。新型コロナウイルス感染症
の影響により現在は変更となっている
場合があります。
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子育て特集

新生児

３か月３か月

1歳6か月 ２歳児歳児

妊婦 乳幼児健診（３か月・１歳６か月・３歳）
お子さまの発育や健康状態を確認
するほか、育児の困りごとの相談を
お聞きします（実施時期のお知らせ
は個別に郵送します）。新生児訪問

母子健康手帳交付
手続きケアプラン
保健師が、妊娠中の健康状態などを
お聞きし、母子健康手帳、手続きケア
プラン（小学校入学までに必要な手続
きや相談先などをまとめたファイル）
をお渡ししています。

母親教室

発達相談
発育・発達に
ついての相談が
できます。

地域ふれあい
子育て教室
保護者同士交流しながら
保健師などに相談ができ
ます。

　０歳から18歳未満のお子さまとご家族を応
援しています。子育て支援室では、家庭児童相
談員・保育士・保健師が、子育ての悩みや不安な
どをお聞きし、アドバイスやいろいろな制度・
専門機関をご紹介しています。

子育て支援室

悩みを抱え込まず、
気軽に相談してね♡

☎06-6682-9878
※ 各二次元コードを読み取っていただくとサポートの詳細をご覧いただけます。

問合せ先

親子で遊びながら親子で遊びながら
相談できる部屋もあります！相談できる部屋もあります！

住之江区は子育てを切れ目な

離乳食
講習会
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3視覚障がいのある方を対象に点字版も作成しておりますので、ご希望の方はお申出ください。問合せ／ 総務課　窓口42番　☎6682-9992　I6686-2040

子育て特集

３歳児

４歳児

小学生

中学生中中

SDGsは、「誰一人取り残さない」持続可能でよりよい社会の実現をめざす世界共通の目標です。この取組みがめざす主なSDGsこの取組みがめざす主なSDGs

【目標１】 【目標３】 【目標４】 【目標５】 【目標10】 【目標16】

高校生

４４４

こどもサポートネット
区役所のこどもサポート推進
員が、学校と連携し保護者の
みなさまの話をお聞きします。
一緒に考えながらサービスを
提案し、必要に応じて
手続きの支援を行い
ます。

４歳児訪問事業
４歳児を対象に、子育て支援
室の担当者が健康
教育や絵本の配布
を行っています。

２歳児子育てケアプラン
２歳児のお子さまを育てる保護
者の方に「子育てアンケート」と
「子育てケアプラン」を送付して
います。

大阪市版ネウボラ

お住まいの地域に担当の保健師がいますお住まいの地域に担当の保健師がいます

「「ネウボラネウボラ」とはフィンランド語で「アドバイスする場所」という意味です。」とはフィンランド語で「アドバイスする場所」という意味です。

なくサポートします！


